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白　石　四　郎
　関場先生が5月10日に亡くなられた，享年85であられた。元来は余り壮健と
いう方でなく，お若い頃はよく風邪などをひかれたというから，中年以降は比
較的お元気であったように思われる。関場先生はその生涯の大部分で明大で過
ごし，明大で学問され，教育し，また約十ケ年にわたり学部長を務められたの
であるから，明大と政治経済学部にとって大功労者である。ここに改めて哀悼
の意を捧げるものである。関場先生の明大卒業は昭和5年であるから，お年の
近い方々は大部分故人になられた。御健在なのは九十を超えて尚嬰礫（かくし
ゃく）と伝えられる弓家七郎先生だけである。
　私が若輩の身で教授会にお手伝いに出た時期には鵜沢総明先生はじめ赤神良
譲先生，小島憲先生，弓家七郎先生，三神修先生，大塩亀雄先生，私の恩師で
ある中川富弥先生，赤倉武先生，永田正先生，岩下先生などが関場先生と一緒
におられた。其他に兼任ではないが，他学部や他大学との関係があった藤本幸
太郎先生，森荘三郎先生などがおられ，未だ御健在の松尾弘先生も専任になら
れ，藤原弘達先生，高橋義臣先生，秋永肇i先生，更には平瀬巳之吉先生も加わ
ってこられた。神川彦松先生と本位田先生も大家として出席されていた。若輩
の私は話すのも恐れ多く恐縮していたが，諸先生方はそれぞれ皆戦後の時代で
若い者が少なかった故かいろいろ面倒を見て頂いた，改めて感謝の念で一杯で
ある。
　私は師匠の中川先生には当然御指導を賜り細かに接しておりましたが，その
外に関場先生はじめ各先生の御好意には今更ながら懐しく有難く想起されるも
のがあります。省みて，私自身が当時の諸先生方のような年になりながら，ま
だ人間の修養が絶対的に不足しているのを誠に悔むものである。
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　関場先生は長身で端整な貴公子然とした風貌で，誰が見ても学者らしく態度
も優雅な方であられた。北海道の御出身だが，御尊父は会津の出身で戊辰戦争
で敗れた会津藩士の苦難を経験されたらしい。それで関場先生も自分は会津の
人間だとも言っておられた。御尊父は東大で医学を修められ札幌で医業に励ま
れ，北海道では関場サンにかかって死んだら諦めうと言われた程の名医になり，
北辰病院として今でもその名が残る病院を経営なさっていたという。後の話に
なるが，私が偶然r会津人・柴五郎の生涯』という読物の中で関場という人の
名を見い出し，関場先生に申上げたら，その結果として多分親族の者だろうと
いう話だったがその方が柴五郎氏（大将，義和団事件の時の日本の司令官）に
書道を教えたことになっているので，字の上手なのは関場家の系統かも知れな
い。それで「斗南藩史」という本を知り取寄せたところ，御尊父の名が会津出
身者の中で活躍している人々にあげられておる由で慶んでおられた。会津の人
々の戊辰戦争の後遺症は相当なものだと推測した次第である。身体が余り丈夫
でないので医者にはならなかったと言われていたが，明大を出てからドイツに
研究に行かれたのは森鴎外張りである。森鴎外のように文学的であれば多分
「舞姫」ぐらいは書かれたのではないかと思われるが，関場先生は統計学や経
済史の方が性に合っておられる方であるから，その種の作品はない。しかし，
当時の日本は円が次第に下落して，ドイツ・インフレ期のように余裕はなかっ
たらしい。経済史の方でゾムバルト教授の授業を聴いた話をしておられたが，
ゾムバルトと言えば最近ガルブレイスが悪口を言っているが，決してその程度
の軽い学者ではなかったようで，時代の苦悩の代表の一人である。
　帰国後明大で教鞭をとられるようになり神戸の御出身の奥様と結婚され六男
一女をもたれたが，男一人は戦時中疎開先の会津で亡くなられた由である。戦
時中のこととて治療に十分手を尽せなかったと話しておられ，大層残念がって
おられた。奥様がガソリックの熱心な信者であったので先生を除いてお子様方
は皆洗礼を受けられて立派な信者であったが，先生は死ぬ一週間前までは洗礼
を受けられなかった由である。それでも，意識が十分ある間に洗礼を受けられ
たのは如何になる心境の変化であったのか色々と推測できるが，死生一如の心
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境になられていたのかも知れない。その点では最後まで関場先生らしいところ
である。お子様方は男5人女1人が立派になられているが，大変なことだと思
う。先生は悠然としておられたが，大人の様相を呈しているものだろう。私な
どは二人の子供でアクセクしている。やはり，御尊父の血を引いているのであ
ろう。
　先生は戦時中の話は余りされなかったが，勤労動員の付添として名古屋の方
に行かれ，燈火管制中の暗の中で駅で足をネソザされて弱ったことなどの話は
承っている。この当時は先生方は皆相当の苦労をされていたのであろう。先生
は書道の方も上手であり，字を書いて頂くことが多かった。習った字ではある
が立派なものであった。また奥様も言われていたが語学の才能が優れておられ
た。その奥様も短期大学で英語を教えておられたのだから相当なものである。
奥様は脳出血で早くに亡くなられたが，私も良く御世話になった。御一緒に志
賀高原に夏を過したことがあるが，一番末の御子息と一緒で，その方が立派に
成人されたのを見ると世の移り変りが身にしみる思いがする。丁度，社会学の
岡正雄先生が御家族と見えられ，山の中を散歩したが考えて見ると往事荘荘と
はこのことかという感じがする。
　関場先生は仲々風流な方でもあられたのでお酒も飲まれたが，私のように乱
れることもなく，行儀よく楽しんで飲まれていた。私の方は今でも飲み出した
ら止らない方なので御迷惑をかけたと思うが，自分では気のつかないのが，こ
の種の現象の特徴であるから情けないのである。関場先生は姿勢が宜しいので
感心していたら，お若い頃，弓道を習われたとのことで，明大で弓道部長をし
ておられた。御腕前の方は存じあげない。書道部長もしておられたが，この方
は良く存じあげている。
　ある時に，「天井座敷の人々」という映画を見ようということになった。四
時間もかかるというので，前に食事をしようということで鰻屋に入ったら，そ
の方が高くついて驚いたことがある。映画そのものは今でも話しが出る程の名
画で男優にも女優にも感心して出て来た。淡路町の近くの映画館で今はなくな
っている。妙に物憂くなってお酒も余り進まなくなったことを覚えている。
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　関場先生の御弟子さんは吉田忠雄先生で学会などに出掛る時は吉田先生が御
一緒であったので，私の方は旅の思い出は余りない。何時だか十和田湖に橋本
先生と共に御伴したが，車の中でアクビの方が多く，景色を余り見ている様子
はなかった。前夜の酒がたたったのかと思ったが，別に心配する程のことでは
なかった。旅行は好きだが出億劫という傾向があられた。晩年に鳥鍋屋で偶然
お会い出来て殊の外うれしく，暫時お話ししたことがある。その際，関場先生
が親しくされていた宮下先生のことが話題になり故人を懐しみ惜しんだが今や
思い出になってしまった。
　実はこの追悼文を書いている間に先生の夢を見た。先生は物静かに優しい顔
をして何か話されていたが，一緒に動こうとはなさらなかったので，夢に出て
挨拶されたのかと思ったが，死んでもエチケットを忘れない先生であると改め
て認識させられた。
　人は何時かは必ず死ぬもので，人生とは死ぬまでの一時期にすぎない。その
間をどう過すかが問題なのである。関場先生の追想にかりて，私自身が改めて
反省して先生への追悼の文としたい。
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